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池
田
由
子
（
一
九
八
四
年
）「
被
虐
待
児
症
候
群
」
池
田
由
子
編
『
現
代
の
エ
ス
プ
リ　

被
虐
待
児
症
候
群
』（
至
文
堂
）
所
収

池
田
由
子
、
成
田
年
重
（
一
九
八
四
年
）「
被
虐
待
多
胎
児
の
事
例
研
究
」
池
田
由
子
編
『
現
代
の
エ
ス
プ
リ　

被
虐
待
児
症
候
群
』（
至
文

堂
）
所
収

池
見
酉
次
郎
、
中
川
俊
二
（
一
九
六
三
年
）「
い
わ
ゆ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
心
身
医
学
」『
精
神
身
体
医
学
』
第
三
巻
、
三
六
七
―
三
七
五

ペ
ー
ジ

今
西
錦
司
（
一
九
八
〇
年
）『
主
体
性
の
進
化
論
』
中
公
新
書

Ｓ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
Ⅲ
（
一
九
九
九
年
）『
狂
気
と
正
気
の
さ
じ
加
減
』
共
立
出
版

大
岡
昇
平
（
一
九
七
四
年
）『
中
原
中
也
』
角
川
書
店

「『
大
型
書
店
に
は
必
ず
ト
イ
レ
を
設
置
せ
よ
！
』
運
動
」（
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
七
日
ア
ク
セ
ス
）http://blog.goo.ne.jp/doppel-ganger/e/a

4d98de7cfd719a0e21e94741cde51e0

尾
木
直
樹
（
二
〇
〇
〇
年
）『
子
ど
も
の
危
機
を
ど
う
見
る
か
』
岩
波
新
書

笠
原
敏
雄
（
一
九
九
五
年
）『
隠
さ
れ
た
心
の
力
』
春
秋
社

笠
原
敏
雄
（
一
九
九
七
年
）『
懲
り
な
い
・
困
ら
な
い
症
候
群
―
―
日
常
生
活
の
精
神
病
理
学
』
春
秋
社

笠
原
敏
雄
編
（
一
九
九
九
年
）『
多
重
人
格
障
害
―
―
そ
の
精
神
生
理
学
的
研
究
』
春
秋
社

笠
原
敏
雄
（
二
〇
〇
〇
年
）「
盲
点
に
つ
い
て
」『
春
秋
』
四
一
九
号
、
二
八
―
三
一
ペ
ー
ジ 

（http://w
w

w.02.246.ne.jp/~kasahara/psycho/
zuiso5.htm

l 

に
再
録
）

笠
原
敏
雄
（
二
〇
〇
四
年
a
）『
幸
福
否
定
の
構
造
』
春
秋
社

笠
原
敏
雄
（
二
〇
〇
四
年
ｂ
）『
希
求
の
詩
人
・
中
原
中
也
』
麗
澤
大
学
出
版
会

笠
原
敏
雄
（
二
〇
〇
五
年
）『
な
ぜ
あ
の
人
は
懲
り
な
い
の
か
困
ら
な
い
の
か
―
―
日
常
生
活
の
精
神
病
理
学
』（『
懲
り
な
い
・
困
ら
な
い
症
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高
見
沢
潤
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一
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八
五
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兄
小
林
秀
雄
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新
潮
社

Ｒ
・
ダ
ン
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ロ
ジ
オ
（
二
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〇
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、
叫
ん
で
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―
―
フ
ラ
イ
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で
焼
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れ
た
少
女
の
物
語
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談
社
プ
ラ
ス
α
文
庫

鶴
間
和
幸
、
吉
村
作
治
、
松
本
健
他
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〇
〇
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）「
座
談
会
―
―
四
大
文
明
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め
ぐ
る
［
四
］
埋
葬
」
鶴
間
和
幸
他
編
著
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス

ペ
シ
ャ
ル　

四
大
文
明　

中
国
』〔
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
〕
所
収

Ｌ
・
テ
ア
（
一
九
九
五
年
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記
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を
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す
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供
た
ち
』
草
思
社

Ｈ
・
デ
ィ
ー
ン
ス
ト
フ
ラ
イ
（
二
〇
〇
二
年
）「
心
身
の
研
究
に
お
け
る
心
と
心
の
不
在
」
笠
原
敏
雄
編
『
偽
薬
効
果
』（
春
秋
社
）
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豊
田
正
義
（
二
〇
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五
年
）『
消
さ
れ
た
一
家
―
―
北
九
州
・
連
続
監
禁
殺
人
事
件
』
新
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社

Ｋ
・
ド
ー
ル
ト
ン
（
一
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九
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マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
・
ブ
ル
ー
―
―
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の
心
の
健
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と
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書
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井
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ス
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川
文
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九
六
八
年
）『
中
原
中
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日
記
・
書
簡
』
角
川
書
店

長
嶺
敬
彦
（
二
〇
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六
年
）『
抗
精
神
病
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「
身
体
副
作
用
」
が
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る
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医
学
書
院
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哲
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一
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談
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現
代
新
書

南
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原
幸
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長
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正
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（
一
九
八
四
年
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子
供
を
代
理
と
し
たM

unchausen

症
候
群
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池
田
由
子
編
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現
代
の
エ
ス
プ
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被
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待
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症
候
群
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至
文
堂
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所
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Ｉ
・
ハ
ッ
キ
ン
グ
（
一
九
九
八
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）『
記
憶
を
書
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か
え
る
―
―
多
重
人
格
と
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の
メ
カ
ニ
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ム
』
早
川
書
房

林
郁
夫
（
一
九
九
八
年
）『
オ
ウ
ム
と
私
』
文
藝
春
秋

浜
田
晋
（
一
九
八
五
年
）『
こ
こ
ろ
医
者
の
記
』
毎
日
新
聞
社

浜
田
晋
（
二
〇
〇
一
年
）『
私
の
精
神
分
裂
病
論
』
医
学
書
院

Ｊ
・
Ｌ
・
ハ
ー
マ
ン
（
一
九
九
六
年
）『
心
的
外
傷
と
回
復
』
み
す
ず
書
房

林
峻
一
郎
（
一
九
九
三
年
）『「
ス
ト
レ
ス
」
の
肖
像
』
中
公
新
書

候
群
』
新
装
版
）
春
秋
社

金
澤
治
（
二
〇
〇
三
年
）『
Ｌ
Ｄ
・
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
は
病
気
な
の
か
？
』
講
談
社
α
ア
ル
フ
ァ
新
書

上
林
靖
子
（
二
〇
〇
四
年
）「
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
を
支
え
る
―
―
親
が
で
き
る
こ
と
」
上
林
靖
子
他
著
『
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
／
多
動
性
障
害
）

―
―
治
療
・
援
助
法
の
確
立
を
目
指
し
て
』（
星
和
書
店
）
所
収

川
喜
多
愛
郎
（
一
九
七
〇
年
）『
病
気
と
は
何
か
』
筑
摩
書
房

岸
田
秀
（
一
九
八
二
年
）『
も
の
ぐ
さ
精
神
分
析
』
中
公
文
庫

Ｋ
・
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・
ク
レ
イ
マ
ン
、
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・
Ｄ
・
ラ
ス
キ
ン
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一
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九
六
年
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ゃ
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を
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せ
な
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―
―
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
・
ブ
ル
ー
を
の
り
こ
え
る

１
２
章
』
創
元
社 

Ｊ
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
（
二
〇
〇
四
年
）『Sickened

―
―
母
に
病
気
に
さ
れ
続
け
た
ジ
ュ
リ
ー
』
竹
書
房
文
庫

小
池
滋
（
一
九
九
一
年
）『
も
う
ひ
と
つ
の
イ
ギ
リ
ス
史
―
―
野
と
町
の
物
語
』
中
公
新
書

小
坂
英
世
（
一
九
七
二
年
ａ
）『
患
者
と
家
族
の
た
め
の
精
神
分
裂
病
理
論
』
珠
真
書
房

小
坂
英
世
（
一
九
七
二
年
ｂ
）『
精
神
分
裂
病
読
本
』
日
本
看
護
協
会
出
版
部

小
林
秀
雄
（
一
九
六
八
年
）「
金
閣
焼
亡
」『
古
典
と
伝
統
に
つ
い
て
』（
講
談
社
）
所
収

小
山
順
（
二
〇
〇
四
年
）『
犯
人
よ
、
話
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
―
―
長
野
生
坂
ダ
ム
事
件
の
真
相
を
追
っ
た
母
の
23
年
』
朝
日
新
聞
社

近
藤
誠
（
二
〇
〇
〇
年
）『
医
原
病
―
―
「
医
療
信
仰
」
が
病
気
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
』
講
談
社
プ
ラ
ス
α
新
書

近
藤
誠
（
二
〇
〇
三
年
）『
よ
く
な
い
治
療
、
ダ
メ
な
医
者
か
ら
逃
れ
る
ヒ
ン
ト
』
講
談
社
プ
ラ
ス
α
文
庫

Ｓ
・
サ
ベ
ー
ジ
―
ラ
ン
バ
ウ
、
Ｒ
・
ル
ー
ウ
ィ
ン
（
一
九
九
七
年
）『
人
と
話
す
サ
ル
「
カ
ン
ジ
」』
講
談
社

Ｃ
・
サ
ン
ソ
ム
（
一
九
九
四
年
）『
東
京
に
暮
す
―
―
一
九
二
八
年
―
一
九
三
六
年
』
岩
波
文
庫

Ｈ
・
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
（
一
九
九
八
年
）『
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
旅
行
記
―
―
清
国
・
日
本
』
講
談
社
学
術
文
庫

白
瀧
貞
昭
（
二
〇
〇
〇
年
）「
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
の
薬
物
療
法
」『
臨
床
精
神
薬
理
』
第
三
巻
、
一
一
二
九
―
三
四
ペ
ー
ジ

新
福
尚
武
（
一
九
七
九
年
）「
総
論
」
懸
田
克
躬
他
編
『
現
代
精
神
医
学
体
系　

９
Ａ　

躁
う
つ
病
Ⅰ
』（
中
山
書
店
）
所
収

ス
ア
ド
（
二
〇
〇
四
年
）『
生
き
な
が
ら
火
に
焼
か
れ
て
』
ソ
ニ
ー
マ
ガ
ジ
ン
ズ
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日
高
敏
隆
（
一
九
八
二
年
）「
解
説
」
岸
田
秀
『
続
も
の
ぐ
さ
精
神
分
析
』（
中
公
文
庫
）
所
収

Ｌ
・
ピ
ッ
カ
ー
（
一
九
六
六
年
）『
わ
が
心
の
旅
路
』
東
都
書
房

Ｒ
・
ビ
ュ
ー
ラ
ー
（
一
九
九
五
年
）『
隠
さ
れ
た
痛
み
』
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の
ち
の
こ
と
ば
社

Ｈ
・
Ｅ
・
フ
ィ
ッ
シ
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ー
（
一
九
九
三
年
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は
な
ぜ
終
わ
る
の
か
―
―
結
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・
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倫
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離
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の
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史
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草
思
社
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・
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・
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
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Ｃ
・
Ｖ
・
フ
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九
八
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志
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者
』
原
書
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Ｅ
・
フ
ラ
ン
ク
ル
（
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〇
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年
）『
夜
と
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新
版
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ず
書
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Ｈ
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ソ
ン
（
一
九
七
九
年
）『
道
徳
と
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の
二
つ
の
源
泉
』
澤
瀉
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収

Ｈ
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ベ
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ソ
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九
二
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精
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第
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文
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ザ
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九
九
八
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れ
た
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ザ
ー
（
二
〇
〇
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ｔ
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れ
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〇
四
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現
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反
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収
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四
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八
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